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ADO.NET（データベースアクセス）

はじめに

今月は、C#アプリケーションからデ

ータベースにアクセスする方法を取り

上げます。C#（厳密には.NET）とJava

のどちらもデータベースにアクセスす

るためのクラスライブラリが用意され

ています。Javaであれば、JDBC（Java

Database Connectivity）が用意されて

おり、C#ではADO.NETを利用するこ

とができます。両者は類似していると

ころもあり、またADO.NET固有の機

能もあります。

今回は、まず類似している基本部分

を解説した後、ADO.NETの大きな特

徴のひとつであり、分散アプリケーシ

ョン向けのプログラミングモデルとも

言える非接続型の「データセット」を

中心に扱います。

今回のサンプル

今回作成するC#のサンプルプログラ

ムは、起動すると図1のような画面にな

ります。このプログラムは、ユーザー

インターフェイスとしてWindowsフォ

ームを使っています。内部ではADO

.NETを使ってSQL Server 2000にアク

セスし、サンプルデータベースである

pubsデータベースのpublishersテーブ

ル（出版社情報）とtitlesテーブル（書

籍情報）の内容を表示します。フォー

ム上部のテキストボックスには、publi-

shersテーブルの「出版社コード」と

「名前」が表示されます。下半分の表形

式の部分（データグリッド）には、titles

テーブルの中から、その出版社に該当

する書籍だけを表示します。

このフォームの上部右にある［<］ボ

タンか［>］ボタンをクリックすると、

publishersテーブル内の出版社データ

が1件ずつ表示され、連動して下半分

のグリッドには、その出版社に対応す

る書籍一覧が表示されます（図2）。上
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部左の出版社コード（0877など）が、

下部データグリッドの左列にある出版

社コードと連動して変化する点に注意

してください。

また、データグリッドの「price2」欄

は、データベース上のデータではなく、

price列欄の値に「1.05」を乗じた計算

結果を表示しています。なお、データ

はすでに筆者がいろいろと加工してい

るので、必ずしもこのとおりには表示

されないかもしれません。

今回は、プログラム内部のADO.NET

を使ったデータアクセスに着目してい

るので、フォームのユーザーインター

フェイスは単純なものにしています。

しかし、このサンプルにはADO.NETの

特徴的な機能が使われています。また、

驚くべきことに、Visual Studio.NETで

作成したこのサンプルのソースコード

は、1000行を越えているのに、実際に

記述したコードは、わずか7行です。

本稿ではADO.NETの特徴を説明す

るほかに、Visual Studio.NETを使って、

これをどのように作成したかについて

も解説します［注1］。

ただし、このプログラムを実行する

には、サンプルを実行するマシンに

SQL Server 2000がインストールされて

いる必要があります。また、このサン

プルは、Windows認証を使ってSQL

Serverにログインすることを前提にし

ています。SQL Serverを標準でインス

トールしてあれば、サンプルの実行者

がそのマシンにAdministratorアカウン

トを使ってローカルにログオンし、こ

のプログラムを実行してSQL Serverに

ログインできます。

ADO.NETの
基礎知識

まずは、サンプルを作成する前に、

ADO.NETの基本事項を確認しておき

ましょう。ADO.NETは、JDBCと同様

に、さまざまなデータソースにアクセ

スできる汎用的なプログラミングイン

ターフェイスです。JDBCの場合、各デ

ータベース固有のJDBCドライバさえ

あれば、データベースを問わずアクセ

スできるように、ADO.NETではプロバ

イダがあれば、データベースを問わず

アクセスすることができます。

リスト1とリスト2は、今回のサンプ

ルとは別に、基本的なデータベースの

アクセスを行なっているC#版とJava版

のプログラムです（実際に運用するプ

ログラムとしては望ましくありません

が、この例では単純化する目的のため、

try…catch…を使った例外処理を省き、

必要な情報はハードコーディングして

います）。

どちらのサンプルも、C#やJavaに限

らずデータベースアクセスAPIとしてあ

りがちなプログラミングモデルを採用

していることもあって、2つのリストの

構造は似ています。JDBCを知っている

Javaプログラマであれば、ADO.NETに

も馴染みやすいでしょう。

次に、簡単に流れを確認します。

どちらも①の部分で、データベース

アクセスに必要なオブジェクトを表わ

す3つの変数を宣言しています。厳密に

言えば、これら3つの変数は、C#では

クラス、Javaではインターフェイスで

あり、型の名前も違いますが、どちら

も接続を表わすオブジェクト、SQL文

を操作するオブジェクト、および結果

セット（SELECT文の実行結果として

得られるデータ）を表わすオブジェク

トになっています。

②では、データベースアクセスに必

要なプロバイダまたはドライバを指定

して、「taro」というアカウントで接続

を行なっています。C#ではOleDbCon-
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図1：publishersテーブルとtitlesテーブルの内
容を表示

図2：上部の出版社情報に連動して、下部の書
籍一覧の内容も変わる

注1）ここでは、ソースコード内のポイントとなるべき点だけを提示します。完全なソースコードは、付録
CD-ROMに収録しているので、そちらを参照してください。また、ソースコードはVisual Studio.NETを
使って作成していますが、.NET Framework SDKさえあれば、ソースコード内のForm1.csとMyDataSet.cs
ファイルだけを、次のようにコンパイルして、実行可能プログラムを作成することができます。

>csc /out:DbApp.exe /t:winexe Form1.cs MyDataSet.cs




